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試験研究だより 試験研究だより 

　奈良県内には、古代の遺跡や古墳が多く残されて

います。また、ここから木製品が発掘されることも

しばしばあります。古代の人々によって使用された

木製品の多くは、今日までに朽ちたり燃えたりして

なくなっていますが、運良く水が豊富な土壌中に埋

没すると、酸素不足のために木材を分解する腐朽菌

が活動できなくなり、木製品は姿形を保ったまま残

存することができるのです。 

　平成１２年、桜井市で圃場整備にともなう調査の際、

水田の下から古墳が発見され、小立古墳と命名され

ました（図１）。また、その周濠（堀）から多数の

大型の木製品が発掘されました。この木製品の中に

は、盾を模したもの（図２）や、靭といって矢を入

れる袋を模したもの（図３）などがありましたが、

本来どのように使用されたものなのか、詳細はわか

りませんでした。 

　そこで、木製品からごく小さなサンプルを採取し、

光学顕微鏡で観察をしました。その結果、木製品の

一部分から木材腐朽菌やカビの残骸が見つかりまし

た（図４）。これらの微生物は、生育するのに酸素

を必要としますので、埋没前に、すなわち、古代に

木製品として利用されていたときに生育したと考え

られます。木材腐朽菌やカビの生育適性条件と、木

製品が野外で使用されたことを考え合わせると、こ

れらの微生物の残骸が見つかる部位は、土に接して 

いた可能性が高いと考えられます。以上から、これ

らの木製品は、おそらく墳丘上に１辺を下にして立

てて置かれていたと推定されました。 

　古墳は古代の有力者の墓です。今日、多くの古墳

には木が茂り、森のようになっていますが、少なく

とも一部の古墳については、建設当時、土製の埴輪

とともに、盾や靭などを模した大型の木製品が立て

られ、古墳を守っていたことが明らかになりました。 

　また、今回の調査結果は、博物館や資料館で木製

品を展示する際にも役に立つ情報といえます。 

　なお、この調査は、桜井市教育委員会および奈良

県立橿原考古学研究所と共同で実施しました。 

CLCS工法で建てたキャビン 
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　環境に対する関心が高まるにつれ、木材の良さを

再認識する人が増えています。そのため、一般消費

者向けの木材製品も増えつつあり、その一つとして

小型キャビンがあります。現在、市場には種々な木

製キャビンが流通していますが、国産材を使用した

製品は少なく、また、組立も容易とは言えない製品

が見受けられます。そこで当センターでは、スギ間

伐材等を使用した、組立が容易な木製キャビンの開

発に取り組んできました。このキャビンの特長は、

当センターが中心となって開発したＣＬＣＳ工法を

使用していることです。 

　ＣＬＣＳ工法では、スギ間伐材等からなる板材２

枚を一組とした部材でフレームを構成しますが、そ

れぞれの接合部に、接着性能を高める特殊表面処理

を行った鋼板を挿入し、接着接合としています。そ

のため接合部は、従来の釘やボルトのみの接合方法

では得られにくかった、強固で粘り強い性質を示し

ます。この工法では、あらかじめ作製しておいた４

つのフレームを金具等で緊結し、キャビンの構造躯

体を構成します。フレームは接着作業により作製し

ますが、キャビンをキット製品とする場合、フレー

ム作製済みとするか、フレームから組み立てるか、

いずれかを選択する形態が考えられます。以下、屋

根、床、窓や扉の取り付け作業などを終えると完成

します。ＣＬＣＳ工法は壁板の取り替えが可能であ

り、また、任意の位置に窓やドアを設けることがで

きます。そのため購入者の好みに合わせて、ある程

度デザインを変更することが可能です。 

　当センターでは、ＣＬＣＳ工法を使用した木製キ

ャビンの普及のため、県内２カ所にキャビンを設置

しました。一つは十津川村「ホテル昴の郷」内に、

もう一つは王寺町の「菩提キャンプ場」内に設置し

ました。いずれも切妻屋根でほぼ同形であり、床面

積は約６g、高さは約２.６cです。主として県産

のスギ材を使用し、屋根はアスファルトシングルで

仕上げました。窓は３カ所設け、ドアは１カ所です。

材料原価は、いずれも約３０万円でした。 

　図１は、ホテル昴の郷に設置したキャビンの完成

図です。これは、現在ペットホテルとして使用され

ています。昨年度は、約５０匹が宿泊しました。キャ

ビンの固定は、鋼製杭とワイヤーとで地面に固定す

る簡易な手法ですが、数度の台風の来襲でも特に問

題はありませんでした。　 

　図２は、菩提キャンプ場に設置したキャビンの完

成図です。王寺町教育委員会の方々のご協力により、

きれいな小屋に仕上がりました。現在は、キャンプ

場利用者の休憩や木工工作などに利用されており、

利用者にも好評のようです。 
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図２　盾形木製品 
　　　  （全長1.3m） 

図３　靭形木製品 
　　　  （全長1.3m） 

図４　盾形木製品に観察された微生物の残骸 
（矢印は木材腐朽菌あるいはカビの菌糸を示す） 

図１　十津川村ホテル昴の郷に設置したキャビン 図２　王寺町菩提キャンプ場に設置したキャビン 

図１　小立古墳 
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